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近年、自然災害が全国で発生し、その規模もこれまでの想定以上です。災害や火事

が起これば、一番に地元消防団が駆けつけます。鳥取県内でも随一の加入率を誇る

智頭町消防団は地域の安全・安心を支える中心です。また、支え合いマップ作成率も

県内で最も高いため、逃げる場所、サポートする人など自治会、民生委員、消防団、住民

が共通した情報をもっていれば、災害が発生してもスムーズに連携できるはずです。

2025年には、災害だけでなく、普段からそれぞれの役割を理解し、寄り添い、つな

がる地域となっています。

消防団に差し入れをしよう 危険を見つけたら通報しよう
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民生児童委員さんの活動を手伝おう

地域で災害が起きる時を想定し、
連携団体でミーティングをしておこう
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車がない頃は、みんながなんとかしていました。バスに乗ったり、自転車に乗ったり。

一人一台の車を持つようになった今、車に乗れなくなった時に困る時代となりました。

智頭の良さは「おせっかい」「地域のつながりがあること」。今こそ、智頭の良さを活かし、

新しい交通体系をつくっていきましょう。隣のおばちゃんが「買い物に行くから一緒

に病院まで乗っていく？」そんな会話が聞こえてくる交通の仕組みを考えられたら。

2025年には、次世代告知端末を使った予約システムも組み入れて、人のぬくもりを

感じる交通の仕組みができあがっています。
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体制づくり構築消防
団員数 400人(人口比 6.5%)

支え愛マップ（災害
図上訓練DIG）作成率 75集落(85%)

消防団員になろう

防災キャンプを企画してみよう

支え愛マップづくりに参加しよう

ボランティアに参加してみよう
運
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ドライバー登録をしよう

ドライバー登録をしてみないか
声をかけてみよう

電話予約をしてみよう
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買い出しツアーを企画しよう

自分にできることを
リスト化してみよう
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オペレーターになろう

近所の住民さんの困りごとを
知っておこう

収
益
事
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へ
の

取
り
組
み

新規事業を立ち上げよう

近所同士の困りごとを共有し
役割を分担してみよう
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